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竹
田
　
正
則
　
提
出
　
学
位
申
請
論
文

　
　
『
都
城
藤
原
京
の
研
究
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
本
論
文
は
、
わ
が
国
初
の
本
格
的
な
中
国
式
都
城
と
し
て
造
営
さ
れ
た
藤
原
京
に
つ
い

て
、
史
料
も
適
宜
引
用
し
な
が
ら
、
膨
大
な
量
に
の
ぼ
る
発
掘
調
査
成
果
か
ら
考
古
学
的
な

手
法
に
も
と
づ
き
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
構
成
だ

が
、
序
章
か
ら
終
章
ま
で
計
一
一
の
章
か
ら
な
り
、
序
章
・
第
一
章
・
終
章
が
新
稿
、
そ
れ

以
外
は
既
発
表
の
論
文
で
あ
る
。

　
序
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
を
概
略
す
る
と
と
も
に
本
論
文
の
解
明
す
る
べ
き
目
的

を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
藤
原
京
の
研
究
は
、
江
戸
時
代
の
賀
茂
真
淵
、
本
居
宣
長
の
藤
原
宮

の
所
在
探
求
を
経
て
、
こ
れ
ま
で
の
藤
原
京
の
研
究
は
藤
原
宮
の
位
置
確
定
、
京
域
の
復
元

と
藤
原
京
に
敷
設
さ
れ
た
条
坊
道
路
の
規
格
と
施
工
精
度
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
藤
原
京
の

骨
格
は
ほ
ぼ
解
明
さ
れ
た
と
い
え
る
。
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第
一
章
「
藤
原
京
の
造
営
と
皇
子
以
下
諸
臣
の
位
階
昇
進
」
で
は
、
ま
ず
持
統
天
皇
が
実

質
的
に
藤
原
京
の
造
営
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
『
書
紀
』
お
よ
び
『
続
紀
』
で
確
認
し
た
。
そ

し
て
、
藤
原
京
に
集
住
さ
せ
た
皇
子
以
下
諸
臣
の
人
員
推
移
を
、
大
海
人
皇
子
が
壬
申
の
乱

に
勝
利
し
天
武
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
天
武
天
皇
元
年（
六
七
二
）か
ら
和
銅
三
年（
七
一
〇
）

年
三
月
の
平
城
京
遷
都
ま
で
を
整
理
し
、
藤
原
宮
へ
遷
居
し
た
持
統
天
皇
八
年
（
六
九
四
）

か
ら
「
始
め
て
藤
原
宮
の
地
を
定
む
」
と
藤
原
京
の
完
成
を
宣
言
し
た
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）

ま
で
の
皇
子
以
下
諸
臣
の
位
階
昇
進
と
人
員
数
の
推
移
と
京
人
の
世
帯
数
か
ら
、
持
統
天
皇

八
（
六
九
四
）
年
で
は
二
〇
〇
・
五
区
画
（
皇
子
・
皇
女
、
王
・
女
王
の
位
階
無
表
示
者

一
〇
名
を
含
め
る
と
二
一
〇
・
五
区
画
（
以
下
同
じ
）、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
で
は

四
二
〇
・
五
区
画
（
四
三
〇
・
五
区
画
）、
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）
年
で
は
八
四
九
・
七
五
区
画

（
八
五
八
・
七
五
区
画
）
が
皇
子
以
下
に
班
給
す
る
宅
地
の
区
画
数
と
し
て
必
要
に
な
る
。
こ

の
前
提
を
も
と
に
、
藤
原
京
の
京
域
、
藤
原
京
の
造
営
に
要
し
た
土
木
量
、
位
階
と
班
給
地

及
び
居
宅
と
の
関
係
に
つ
い
て
各
章
で
論
及
す
る
。

　
第
二
章
「
藤
原
京
成
立
前
史
」
で
は
、
藤
原
京
が
造
営
さ
れ
る
以
前
の
景
観
に
焦
点
を
あ
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て
る
。
藤
原
京
の
京
域
に
は
、
著
名
な
四
条
古
墳
群
や
埴
輪
が
多
数
出
土
す
る
藤
原
宮
の
古

墳
群
、
左
右
京
の
北
四
条
一
坊
・
二
坊
か
ら
北
京
極
に
か
け
て
展
開
す
る
古
墳
群
、
右
京
北

二
・
三
条
五
坊
に
展
開
す
る
古
墳
群
、
以
上
の
四
地
域
で
古
墳
群
が
築
か
れ
た
。
ま
た
住
居

は
、
左
京
で
九
条
四
坊
域
、
十
条
三
坊
域
、
十
条
四
坊
域
、
十
一
条
一
・
二
坊
域
、
右
京
で

は
一
条
一
坊
域
、
二
条
二
条
域
、
二
条
三
坊
域
、
五
条
三
坊
域
、
六
条
六
坊
域
、
七
条
一
坊

域
、
七
条
五
坊
域
、
八
条
四
坊
域
、
九
条
三
坊
域
、
十
条
四
坊
域
、
十
条
五
坊
域
な
ど
、
少

な
く
と
も
一
五
地
域
で
存
在
し
た
。
こ
の
ほ
か
弥
生
時
代
の
方
形
周
溝
墓
群
も
六
地
域
で
古

墳
時
代
ま
で
存
在
し
、
藤
原
京
の
造
営
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
な

お
、
万
葉
集
に
詠
ま
れ
た
「
水
沼
」
と
し
て
、
右
京
北
五
条
十
坊
域
の
二
四
基
で
構
成
さ
れ

る
方
形
周
溝
墓
で
は
、
西
端
に
湿
地
が
展
開
し
て
お
り
、
有
力
な
候
補
と
な
る
。
こ
れ
ら
前

代
の
景
観
を
消
し
去
り
、
藤
原
京
が
造
営
さ
れ
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

　
第
三
章
「
藤
原
京
の
京
域
」
で
は
、
平
成
八
年
に
東
京
極
・
西
京
極
跡
を
検
出
し
た
成
果

を
ふ
ま
え
、
小
澤
毅
、
中
村
太
一
両
氏
が
『
周
礼
』
冬
官
考
工
記
に
記
さ
れ
た
都
城
の
理
想

形
を
モ
デ
ル
と
し
た
十
条
十
坊
説
に
疑
問
を
呈
す
る
。
そ
こ
で
、
藤
原
京
の
造
成
の
基
準
と
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し
た
官
道
・
古
道
の
整
備
時
期
と
条
坊
施
工
の
関
係
、
さ
ら
に
現
在
判
明
し
て
い
る
条
坊
道

路
の
多
様
な
交
差
形
態
の
目
的
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
条
坊
道
路
の

施
工
は
官
道
の
整
備
に
即
応
し
、
条
坊
道
路
の
多
様
な
交
差
形
態
が
京
内
に
流
れ
る
河
川
や

基
幹
水
路
へ
の
計
画
的
排
水
を
目
的
と
し
た
と
説
く
。
一
方
、
京
内
に
入
り
込
む
香
具
山
や

甘
樫
丘
か
ら
派
生
す
る
丘
陵
地
帯
に
は
、
条
坊
道
路
が
施
工
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
き
ら

か
に
し
た
。
以
上
を
根
拠
と
し
て
、条
坊
道
路
を
施
工
し
た
範
囲
を
京
域
と
す
べ
き
と
説
き
、

藤
原
京
は
南
北
九
条
、
東
西
各
五
坊
で
、
東
は
四
条
大
路
以
南
に
条
坊
道
路
が
施
工
さ
れ
な

い
、
す
な
わ
ち
東
が
張
り
出
す
形
状
と
し
て
造
営
し
た
と
理
解
し
、
そ
の
平
面
形
状
が
平
城

京
に
受
け
継
が
れ
た
と
考
え
た
。

　
第
四
章
「
藤
原
京
の
造
営
に
要
し
た
造
成
土
量
」
で
は
、
藤
原
京
の
造
営
に
要
し
た
造
成

土
量
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
条
坊
道
路
側
溝
の
掘
削
深
度
も
令
大
尺
が
適
用
さ
れ
た
蓋
然
性

を
あ
き
ら
か
に
し
、
藤
原
宮
跡
で
検
出
し
た
条
坊
道
路
側
溝
の
発
掘
調
査
成
果
を
も
と
に
、

側
溝
の
掘
削
深
度
が
三
大
尺
に
復
元
で
き
る
と
し
た
。
次
い
で
藤
原
京
の
整
地
土
の
厚
さ
、

お
よ
び
藤
原
宮
の
殿
堂
建
設
に
際
し
て
開
削
し
た
運
河
の
距
離
を
大
和
国
条
里
復
元
図
が
示
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す
土
地
の
字
名
か
ら
確
認
し
、
開
削
さ
れ
た
運
河
を
復
元
し
た
。
以
上
の
復
元
を
も
と
に
藤

原
京
の
造
成
土
量
は
、
一
三
一
四
万
三
四
七
二
・
三
立
方
メ
ー
ト
ル
と
算
出
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
土
量
を
要
す
る
造
成
に
費
や
さ
れ
た
期
間
は
、
後
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
恭
仁
京

の
造
営
に
あ
た
っ
て
『
続
紀
』
の
天
平
一
三
年
（
七
四
一
）
九
月
九
日
「
宮
の
造
営
に
あ
て

る
た
め
に
、
大
養
徳
・
河
内
・
摂
津
・
山
背
四
ヶ
国
の
役
夫
五
千
五
百
人
を
徴
発
し
た
」
と

記
す
五
五
〇
〇
人
で
算
出
す
る
と
、
七
四
八
日
、
つ
ま
り
二
年
以
上
に
お
よ
ぶ
。

　
第
五
章
「
藤
原
京
の
建
物
建
築
に
要
し
た
土
木
量
」
で
は
、
ま
ず
藤
原
宮
の
殿
堂
や
回
廊

と
宮
城
十
二
門
の
基
壇
に
つ
い
て
も
既
調
査
か
ら
基
壇
高
を
復
元
し
、
建
物
建
造
に
係
る
土

量
は
、
五
一
万
四
六
〇
・
六
二
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
計
算
し
た
。
次
に
、
藤
原
宮
の
殿
堂

を
は
じ
め
京
内
に
建
築
さ
れ
た
建
物
の
用
材
に
つ
い
て
、
柱
本
数
を
推
計
し
た
。
建
物
柱
材

の
数
は
、
序
章
で
論
じ
た
位
階
ご
と
の
皇
子
以
下
諸
臣
の
動
向
に
依
拠
す
る
と
と
も
に
京
人

の
世
帯
数
に
こ
れ
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
班
給
宅
地
内
で
の
建
物
の
棟
数
と
規
模
を
典
型
例

と
し
て
調
達
本
数
を
推
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
藤
原
宮
の
殿
堂
を
含
め
藤
原
京
に
建
築
さ
れ

た
建
物
の
柱
本
数
だ
け
で
も
五
八
万
八
八
三
八
本
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
、
建
物
の
柱
本
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数
だ
け
の
用
材
を
確
保
す
る
山
林
面
積
は
、
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
に
必
要
と
し
た
山
林
面

積
四
四
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
参
考
に
、
五
五
五
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
推
計
し
た
。

　
第
六
章
「
藤
原
京
に
お
け
る
宅
地
班
給
と
そ
の
実
態
」
で
は
、持
統
天
皇
五
年
（
六
九
一
）

の
詔
に
お
け
る
位
階
に
応
じ
た
宅
地
班
給
規
定
に
つ
い
て
、
既
往
の
調
査
で
判
明
し
た
宅
地

の
様
相
か
ら
班
給
地
の
実
態
を
取
り
上
げ
た
。
ま
ず
、
発
掘
調
査
成
果
か
ら
、
詔
に
即
し
た

四
町
・
二
町
・
一
町
・
二
分
の
一
町
・
四
分
の
一
町
の
宅
地
を
確
認
し
、
こ
れ
ら
宅
地
の
規

模
は
、
四
辺
を
条
坊
道
路
に
囲
ま
れ
た
一
区
画
、
す
な
わ
ち
一
町
を
基
準
に
拡
大
、
細
分
し

た
と
理
解
し
た
。
次
に
宅
地
の
区
分
方
法
を
検
討
し
、
二
町
以
上
の
宅
地
は
藤
原
京
の
街
区

を
形
成
す
る
条
坊
道
路
を
廃
止
し
側
溝
を
埋
め
、
ま
た
、
二
分
の
一
町
宅
地
以
下
は
、
条
坊

道
路
の
施
工
原
理
と
同
様
に
一
町
の
宅
地
に
各
辺
の
中
軸
上
に
区
画
道
路
を
敷
設
し
、
あ
る

い
は
一
条
の
溝
を
設
け
る
、
な
い
し
は
柱
塀
を
設
置
し
細
分
し
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し

た
。
そ
し
て
、
一
町
以
上
の
宅
地
は
一
条
域
か
ら
十
一
条
域
で
左
京
・
右
京
の
四
坊
域
に
、

二
分
の
一
町
以
下
の
宅
地
は
一
町
以
上
の
宅
地
域
外
か
ら
京
極
ま
で
区
域
を
定
め
た
と
考
え

た
。
ま
た
、
生
活
用
水
と
し
て
の
井
戸
は
、
宅
地
の
東
南
隅
に
設
置
し
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
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に
し
た
。

　
第
七
章
「
藤
原
京
の
景
観
」
で
は
、
ま
ず
条
坊
道
路
交
差
形
態
と
橋
の
構
架
状
況
を
概
観

し
、
条
坊
道
路
は
坊
道
が
優
先
す
る
が
、
こ
れ
が
第
三
章
で
論
じ
た
藤
原
京
が
占
有
す
る
地

勢
に
規
制
さ
れ
た
結
果
に
よ
る
と
理
解
し
た
。
次
に
、
宅
地
を
囲
む
柱
塀
や
建
物
の
柱
掘
方

規
模
に
着
目
し
、
位
階
に
よ
る
違
い
を
明
白
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
町
以
上
の
宅
地
で
は
、

柱
塀
の
柱
掘
方
が
一
辺
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
、
建
物
の
柱
掘
方
一
辺
一
・
〇
メ
ー
ト
ル
以
上

に
対
し
、
二
分
の
一
町
以
下
の
宅
地
で
は
柱
塀
の
掘
方
が
一
辺
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
以
下
、
建

物
の
柱
掘
方
一
辺
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
町
以
上
と
二
分
の

一
町
以
下
で
柱
掘
方
規
模
が
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
藤
原
京

は
藤
原
宮
を
頂
点
に
位
階
の
高
低
が
即
応
し
序
列
化
さ
れ
た
街
区
の
景
観
が
特
徴
と
論
じ
た
。

　
第
八
章
「
藤
原
京
の
宅
地
建
物
遺
構
」
で
は
、
位
階
に
応
じ
て
班
給
さ
れ
た
宅
地
に
建
築

さ
れ
た
建
物
の
序
列
の
有
無
に
注
目
す
る
。
そ
の
結
果
、
宅
地
規
模
に
関
わ
ら
ず
建
物
は
、

主
殿
を
頂
点
に
脇
殿
、
付
属
建
物
と
等
級
付
け
ら
れ
た
。
加
え
て
一
町
以
上
の
宅
地
に
は
、

桁
行
四
間
以
下
の
建
物
は
少
な
く
、
二
分
の
一
町
以
下
の
宅
地
に
は
五
間
以
上
の
建
物
が
建
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築
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
一
方
、
建
物
規
模
は
等
級
付
け
ら
れ
る
も
の

の
、
柱
間
寸
法
は
桁
行
・
梁
行
の
間
数
が
同
じ
規
模
の
建
物
で
も
尺
数
に
長
短
が
あ
り
、
柱

間
寸
法
ま
で
規
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
班
給
さ
れ
た
宅
地
に
建
築
さ
れ

た
建
物
は
そ
の
空
間
内
で
序
列
化
さ
れ
、
藤
原
宮
に
み
ら
れ
る
序
列
化
が
街
区
の
建
物
に
も

貫
徹
す
る
こ
と
が
明
白
と
し
た
。

　
第
九
章
「
藤
原
京
の
役
所
」
で
は
、
は
じ
め
に
左
京
六
条
三
坊
に
左
京
職
、
同
七
条
一
坊

に
衛
門
府
、
右
京
七
条
一
坊
に
は
右
京
職
を
は
じ
め
、
京
内
の
役
所
は
上
記
以
外
に
も
左
京

域
に
二
条
一
坊
東
北
坪
、
二
条
二
坊
西
北
坪
、
七
条
二
坊
西
北
坪
、
十
一
条
一
坊
西
南
坪
、

十
一
条
二
坊
西
南
坪
、
右
京
域
で
は
一
条
一
坊
東
北
坪
・
西
南
坪
、
一
条
二
坊
東
北
坪
、
四

条
五
坊
西
北
坪
・
西
南
坪
、
四
条
六
坊
東
北
坪
、
五
条
五
坊
西
北
坪
、
五
条
六
坊
東
南
坪
、

六
条
五
坊
東
北
坪
、
七
条
六
坊
東
北
坪
、
十
二
条
三
坊
西
南
坪
、
十
二
条
四
坊
東
南
坪
に
お

よ
ぶ
点
を
整
理
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
坪
に
置
か
れ
た
役
所
の
多
く
は
、
工
房
関
連
の
役

所
で
あ
り
、
条
坊
名
か
ら
計
画
的
に
配
置
し
た
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
役
所
が
占
有
す
る

区
画
数
は
三
二
区
画
で
、
班
給
可
能
な
区
画
数
に
対
し
三
パ
ー
セ
ン
ト
強
を
役
所
空
間
に
割
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り
当
て
た
。
つ
ま
り
藤
原
京
は
、
皇
子
以
下
に
班
給
さ
れ
た
宅
地
と
も
に
役
所
空
間
を
併
設

し
た
都
城
と
理
解
し
た
。

　
終
章
「
藤
原
京
の
成
立
に
み
る
歴
史
的
意
義
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
論
点
と
主
張
を
整
理

す
る
。
第
一
に
、
発
掘
調
査
成
果
か
ら
復
元
で
き
る
藤
原
京
の
形
状
は
、
そ
の
独
自
性
を
強

調
す
る
よ
り
も
、
発
展
的
に
平
城
京
に
受
け
継
が
れ
る
点
を
強
調
す
る
。
第
二
に
、
条
坊
道

路
や
班
給
宅
地
、
さ
ら
に
班
給
宅
地
内
の
建
物
や
柱
掘
方
の
規
模
の
違
い
が
明
示
さ
れ
る
、

つ
ま
り
京
内
は
格
式
に
応
じ
た
街
区
の
構
成
で
あ
っ
た
点
を
重
視
す
る
。
以
上
、
藤
原
京
の

造
営
技
術
、
街
区
の
構
成
、
身
分
秩
序
の
視
覚
化
は
、
の
ち
の
都
城
造
営
の
方
向
を
決
定
し

た
。
こ
こ
に
都
城
史
に
お
け
る
「
藤
原
京
」
の
歴
史
的
意
義
が
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
本
論
文
は
、
日
本
初
の
本
格
的
都
城
で
あ
る
藤
原
京
に
つ
い
て
、
発
掘
調
査
成
果
に
も
と

づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
そ
の
実
態
を
あ
き
ら
か
に
し
た
、
い
わ
ば
藤
原
京
の
包
括
的

研
究
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
市
職
員
と
し
て
日
々
の
業
務
に
忙
殺
さ
れ
る
中
、
自
ら
の

意
思
で
こ
う
し
た
体
系
的
な
研
究
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
に
、
ま
ず
は
敬
意
を
表
す
る
。

　
さ
て
、
本
研
究
の
主
た
る
論
点
は
、
京
域
の
復
元
（
第
一
～
三
章
）、
造
営
事
業
規
模
の

算
出
（
第
四
・
五
章
）、
宅
地
を
中
心
と
し
た
京
内
の
景
観
復
元
（
第
六
～
九
章
）
の
三
点
に

集
約
さ
れ
よ
う
。
ま
ず
、
申
請
者
の
藤
原
京
研
究
の
出
発
点
と
も
い
え
る
京
域
復
元
で
、
藤

原
京
を
論
ず
る
た
め
の
前
提
条
件
を
整
理
し
、
そ
の
造
営
過
程
を
復
元
し
た
の
ち
、
実
際
に

都
城
と
し
て
機
能
し
て
い
た
時
期
の
考
察
へ
と
議
論
が
展
開
す
る
。
複
数
の
研
究
視
座
が
要

領
よ
く
説
明
で
き
る
の
は
、
す
な
わ
ち
各
章
の
配
列
が
適
切
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
京
域
の
復
元
や
宅
地
班
給
の
実
態
に
迫
る
に
は
、
官
人
の
位
階
や
位
階
ご
と
の
人
数
と

い
っ
た
実
態
把
握
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
こ
で
第
一
章
で
は
、
史
料
か
ら
諸
臣
の
位
階
昇
進
を

整
理
し
、
宅
地
班
給
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
京
内
に
必
要
な
宅
地
の
区
画
数
を
算
出
し
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た
。
そ
の
結
果
、
往
年
の
定
説
で
あ
っ
た
岸
俊
男
説
で
は
区
画
数
が
不
足
し
、
小
澤
毅
や
中

村
太
一
ら
が
主
張
す
る
東
西
一
〇
里
、
南
北
一
〇
里
で
あ
れ
ば
充
足
で
き
る
と
説
く
。
史
料

を
丹
念
に
読
み
込
ん
だ
成
果
か
ら
、
藤
原
京
に
必
要
な
宅
地
を
算
出
し
、
京
域
を
復
元
す
る

前
提
を
整
理
し
た
本
章
の
主
張
は
、
き
わ
め
て
明
快
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
考
古
学
的
手
法

の
み
に
依
拠
す
る
の
で
は
な
く
、
史
料
も
駆
使
し
た
議
論
は
、
歴
史
考
古
学
の
特
徴
を
余
す

と
こ
ろ
な
く
伝
え
る
も
の
で
、
そ
の
手
堅
い
分
析
手
法
も
相
俟
っ
て
、
本
書
の
価
値
を
高
め

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　
第
二
章
で
藤
原
京
造
営
に
際
し
て
壊
さ
れ
た
古
墳
、
壊
さ
れ
な
か
っ
た
古
墳
を
は
じ
め
藤

原
京
造
営
に
か
か
る
一
帯
の
改
変
と
そ
の
前
後
の
景
観
復
元
を
お
こ
な
っ
た
の
ち
、
第
三
章

で
藤
原
京
の
京
域
復
元
に
議
論
が
お
よ
ぶ
。
京
域
が
東
西
一
〇
里
と
す
る
点
は
、先
の
小
澤
・

中
村
説
に
同
調
す
る
も
の
の
、
南
端
の
一
里
分
が
地
形
的
に
施
工
困
難
な
ど
の
理
由
か
ら
、

南
北
九
里
と
い
う
従
来
に
な
い
復
元
案
を
提
示
し
た
。
考
古
学
的
な
証
左
が
不
明
な
現
状
で

は
、
竹
田
説
あ
る
い
は
小
澤
・
中
村
説
い
ず
れ
に
決
す
る
か
確
言
で
き
な
い
が
、
今
後
の
発

掘
調
査
成
果
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
香
具
山
に
よ
る
未
施
工
部
分
を



─ 12 ─

加
味
す
る
と
、
実
際
に
条
坊
道
路
を
施
工
し
た
部
分
は
、
東
側
に
張
り
出
し
た
形
状
と
し
、

平
城
京
と
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
、
平
城
京
が
唐
長
安
城
を
モ
デ
ル
と
し
た
と
主

張
す
る
井
上
和
人
の
所
論
と
鋭
く
対
立
す
る
が
、
今
後
平
城
遷
都
の
理
由
を
追
究
す
る
際
に

考
慮
す
べ
き
言
説
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
続
く
第
四
・
五
章
で
は
、
藤
原
京
造
営
に
と
も
な
う
造
成
土
量
と
建
築
に
必
要
な
土
木
量

を
、
発
掘
調
査
成
果
に
も
と
づ
き
算
出
し
た
。
古
墳
の
築
造
に
と
も
な
う
作
業
量
や
時
間
に

つ
い
て
の
復
元
研
究
は
、
い
く
つ
か
存
在
す
る
も
の
の
、
都
城
と
い
う
空
前
の
一
大
事
業
を

対
象
と
し
た
作
業
量
の
試
算
は
、
あ
ま
り
に
煩
雑
で
こ
れ
ま
で
検
討
の
手
が
お
よ
ば
な
か
っ

た
領
域
で
あ
る
。
申
請
者
は
そ
の
困
難
な
課
題
に
向
き
合
い
、
造
営
に
要
し
た
総
土
量
を

一
三
一
四
万
立
方
メ
ー
ト
ル
強
、
建
築
資
材
と
し
て
の
材
木
は
五
八
・
二
万
本
と
算
出
し
た
。

な
お
藤
原
京
造
営
の
総
土
量
は
、
日
本
列
島
最
大
規
模
の
古
墳
で
あ
る
堺
市
大
仙
陵
古
墳
の

墳
丘
の
ほ
ぼ
九
・
五
基
分
に
相
当
し
、
そ
の
途
方
も
な
い
土
量
を
具
体
的
な
数
値
で
あ
と
づ

け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
試
算
は
初
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
定
量
的
に
他
の
巨
大

造
営
事
業
と
比
較
検
討
す
る
道
筋
を
つ
け
た
先
駆
的
研
究
と
し
て
、
土
木
史
的
見
地
か
ら
も
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高
く
評
価
で
き
る
。

　
第
六
章
で
は
、
発
掘
調
査
成
果
か
ら
藤
原
京
内
の
宅
地
班
給
の
実
態
に
つ
い
て
あ
き
ら
か

に
す
る
。
す
な
わ
ち
一
町
以
上
の
宅
地
は
藤
原
宮
周
辺
に
、
一
町
未
満
の
宅
地
が
そ
れ
よ
り

外
側
に
配
置
さ
れ
、
一
町
以
上
の
宅
地
の
場
合
、
建
物
の
規
格
や
配
置
、
井
戸
や
水
洗
ト
イ

レ
の
位
置
ま
で
細
か
く
規
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
第
七
章
で
は
、
条
坊
道
路

の
交
差
点
と
橋
、
道
路
沿
い
の
塀
や
門
と
い
っ
た
京
内
を
往
来
す
る
際
の
景
観
を
復
元
す

る
。
橋
は
京
内
の
ど
こ
で
も
簡
素
な
つ
く
り
で
あ
る
こ
と
、
基
幹
水
路
や
運
河
と
し
て
の
機

能
を
有
す
る
条
坊
側
溝
が
存
在
し
、
排
水
計
画
の
観
点
か
ら
坊
路
が
優
先
的
に
施
工
さ
れ
た

こ
と
、
一
本
柱
塀
で
区
画
さ
れ
た
宅
地
の
う
ち
、
桁
行
五
間
以
上
の
大
型
掘
立
柱
建
物
が
建

つ
区
画
は
、
一
町
占
地
以
上
で
あ
っ
た
可
能
性
と
、
藤
原
京
段
階
で
は
条
坊
道
路
に
面
す
る

門
の
設
置
基
準
が
な
か
っ
た
点
を
推
測
す
る
。
さ
ら
に
第
八
章
に
お
い
て
、
発
掘
遺
構
か
ら

み
た
宅
地
内
の
建
物
規
模
は
、
第
六
章
で
示
し
た
宅
地
規
模
に
応
じ
て
異
な
っ
て
お
り
、
序

列
化
が
宅
地
規
模
に
と
ど
ま
ら
ず
建
物
規
模
に
ま
で
お
よ
ん
だ
と
説
く
。
そ
れ
と
同
時
に
、

第
九
章
に
て
京
内
、
と
く
に
宮
周
辺
に
役
所
が
多
数
所
在
し
て
い
た
こ
と
も
あ
き
ら
か
に
す
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る
。
藤
原
宮
で
も
、
大
極
殿
院
を
頂
点
と
し
た
建
物
や
基
壇
、
階
段
に
い
た
る
ま
で
徹
底
し

て
序
列
化
し
て
い
た
こ
と
が
発
掘
調
査
成
果
か
ら
明
白
で
あ
る
。
つ
ま
り
藤
原
京
は
、
宮
を

中
心
と
し
て
同
心
円
状
に
序
列
を
明
示
し
た
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
然
と
し
、
本
論
文
の

主
張
と
見
事
に
合
致
す
る
。

　
終
章
で
各
章
の
論
点
を
整
理
し
擱
筆
す
る
が
、
一
読
し
て
考
古
資
料
の
み
な
ら
ず
史
料
を

丹
念
に
読
み
込
ん
だ
上
で
の
行
論
は
、
い
ず
れ
も
説
得
力
が
強
い
。
藤
原
京
の
京
域
に
つ
い

て
、
新
た
な
復
元
案
を
提
示
し
た
こ
と
、
藤
原
京
造
営
に
か
か
る
作
業
量
を
具
体
的
な
数
値

で
試
算
し
、
日
本
初
の
中
国
式
都
城
の
造
営
と
い
う
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
態
を
知
る
手

が
か
り
を
得
た
こ
と
が
特
に
重
要
な
成
果
と
評
価
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
本
論
文
の
白
眉

は
、
第
三
～
五
章
と
い
え
る
。
無
論
、
そ
の
他
の
章
を
含
め
た
本
論
文
で
の
主
張
は
、
前
提

と
な
る
発
掘
調
査
成
果
を
明
示
し
、
か
つ
そ
れ
が
網
羅
的
で
あ
る
信
頼
性
が
根
底
に
あ
る
。

信
頼
の
お
け
る
議
論
を
可
能
と
し
た
こ
う
し
た
入
念
な
議
論
の
土
台
づ
く
り
は
、
著
者
が
長

年
に
わ
た
り
藤
原
京
の
調
査
・
研
究
に
謙
虚
か
つ
真
摯
に
取
り
組
ん
で
き
た
姿
勢
と
重
な
る
。

　
右
の
通
り
、
発
掘
調
査
成
果
と
い
う
デ
ー
タ
に
立
脚
し
た
堅
実
な
議
論
か
ら
新
た
な
知
見
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を
数
多
く
開
陳
し
、
そ
の
い
ず
れ
も
強
い
説
得
力
を
有
す
る
本
論
文
だ
が
、
い
っ
ぽ
う
で
残

さ
れ
た
課
題
や
疑
問
点
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
た
。

　
ま
ず
、
論
文
全
体
を
俯
瞰
す
る
と
、
先
に
示
し
た
と
お
り
各
章
の
充
実
度
と
完
成
度
の
高

さ
は
評
価
で
き
る
反
面
、
長
年
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
本
論
文
の
性
格
上
、
章
を
ま
た
ぐ

検
討
が
少
な
い
点
が
惜
し
ま
れ
る
。
第
二
章
の
藤
原
京
造
営
に
と
も
な
い
破
壊
さ
れ
た
古
墳

や
建
物
に
関
す
る
検
討
は
、
破
壊
さ
れ
た
遺
構
と
そ
う
で
な
い
遺
構
を
発
掘
調
査
成
果
か
ら

あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
他
方
、
破
壊
さ
れ
た
建
物
群
に
は
、
藤
原
京
造

営
直
前
期
の
宅
地
も
含
む
。
だ
か
ら
こ
そ
、
対
象
を
他
地
域
に
ま
で
拡
げ
、
可
能
で
あ
れ
ば

建
物
群
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
て
単
位
を
明
示
し
、
そ
の
上
で
第
六
章
に
お
け
る
藤
原
京
の
宅

地
班
給
と
の
関
連
性
を
模
索
す
る
と
い
っ
た
工
夫
を
加
え
る
こ
と
で
、
宅
地
班
給
の
面
積
決

定
に
い
た
る
プ
ロ
セ
ス
が
推
測
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
文
章
に
疑
問
を
覚
え
る
箇
所
が
、
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
た
。
大
き
く
は
二
点
あ
る
。

　
一
点
目
と
し
て
、
用
語
の
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
坊
」
は
、
一
坊
＝
一
六
町
と
一
坊

＝
四
町
の
両
者
が
混
用
さ
れ
、
ど
ち
ら
を
指
す
の
か
不
明
瞭
な
箇
所
が
目
立
つ
。「
条
路
」
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は
「
東
西
道
路
」、「
坊
路
」
は
「
南
北
道
路
」
と
表
記
す
る
の
が
適
切
で
あ
り
、「
間
路
」

は
「
条
（
坊
）
間
路
」、「
偶
（
奇
）
数
大
路
」
も
「
偶
（
奇
）
数
条
坊
大
路
」
と
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
「
先
々
行
」
条
坊
と
い
う
用
語
は
、
あ
く
ま
で
も
俗
称
で
あ
る
こ
と
に
注
意
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、藤
原
京
造
営
時
に
「
基
準
と
は
な
ら
な
か
っ
た
中
ツ
道
」（
三
九

頁
）
と
「
京
東
半
の
坊
路
は
中
ツ
道
を
基
準
と
し
て
配
置
」（
七
九
頁
）
は
、矛
盾
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
六
五
三
～
六
七
二
年
に
し
か
見
え
な
い
「
倭
京
」
を
、
六
八
〇
年
の
「
京
内

二
十
四
寺
」「
京
内
諸
寺
」
の
「
京
」
と
同
一
視
す
る
の
も
疑
問
を
覚
え
る
な
ど
、
い
く
つ

か
表
記
上
の
問
題
が
認
め
ら
れ
た
。

　
二
点
目
と
し
て
、検
討
対
象
が
不
足
す
る
論
点
が
一
部
に
見
受
け
ら
れ
た
。
本
論
文
で
は
、

格
式
差
を
可
視
化
し
た
政
治
的
空
間
あ
る
い
は
都
市
空
間
と
し
て
の
藤
原
京
を
強
調
す
る

い
っ
ぽ
う
、
儀
礼
・
祭
祀
空
間
と
し
て
の
藤
原
京
に
対
す
る
言
及
が
な
か
っ
た
の
は
残
念
で

あ
る
。
ま
た
、
第
五
章
に
お
い
て
建
物
の
土
木
量
を
試
算
す
る
が
、
湿
潤
な
土
壌
環
境
下
で

巨
大
か
つ
重
い
瓦
葺
き
建
物
に
不
可
欠
な
地
盤
改
良
の
一
種
で
あ
る
掘
込
地
業
の
工
程
が
含

ま
れ
な
い
。
加
え
て
、
版
築
に
と
も
な
う
突
き
固
め
に
必
要
な
員
数
と
時
間
な
ど
も
、
日
本
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初
の
瓦
葺
き
礎
石
建
物
の
宮
殿
と
な
っ
た
藤
原
宮
で
あ
れ
ば
論
及
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
。
ま
た
、
礎
石
の
点
数
や
産
地
に
か
ん
す
る
検
討
は
あ
る
も
の
の
、
総
重
量
の
試
算
は
示

さ
れ
ず
、
各
種
資
材
の
採
取
・
伐
採
・
運
搬
な
ど
に
か
か
る
労
力
へ
の
言
及
も
な
い
た
め
、

土
木
量
ひ
い
て
は
都
城
の
造
営
事
業
全
体
を
展
望
す
る
に
は
、
さ
ら
に
付
加
す
べ
き
属
性
が

あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
右
の
と
お
り
、
本
論
文
に
は
い
く
つ
か
の
課
題
や
問
題
点
が
残
る
。
た
だ
し
、
右
に
記
し

た
諸
課
題
は
、
他
者
で
あ
れ
ば
煩
雑
に
過
ぎ
て
避
け
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
膨
大
な
発
掘
調
査

デ
ー
タ
を
十
全
に
活
用
し
、
京
域
や
造
営
、
宅
地
班
給
と
い
っ
た
藤
原
京
研
究
に
不
可
欠
な

課
題
に
対
し
て
一
定
の
解
を
見
い
だ
し
た
本
論
文
の
価
値
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
た

本
論
文
で
繰
り
広
げ
た
主
張
は
、
い
ず
れ
も
今
後
の
藤
原
京
研
究
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
指

摘
が
多
く
、
今
後
の
藤
原
京
あ
る
い
は
都
城
研
究
に
裨
益
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟

た
な
い
。
よ
っ
て
、
本
論
文
の
提
出
者
竹
田
正
則
は
、
博
士
（
歴
史
学
）
の
学
位
を
授
与
さ

れ
る
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
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令
和
五
年
三
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日

　
　
　
　
主
　
査
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
　
青
木
　
敬
　
　

　
　
　
　
副
　
査
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
　
谷
口
　
康
浩
　

　
　
　
　
副
　
査
　
茨
城
大
学
名
誉
教
授
　
　
茂
木
　
雅
博
　

　
　
　
　
副
　
査
　
三
重
大
学
教
授
　
　
　
　
小
澤
　
毅
　
　


